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□第3回　いわき市勿来町赤津家民俗資料等整理・保全活動の実施

　以前のニュースレターNo.104でお知らせした通り、茨城史料ネットでは、2014年2月28日より、福島県いわき市にて勿来町赤津家の民俗資料等の保全活動を継続しています。
　このたび上記の活動について、当会事務局の市川大暉より報告を配信いたします。ぜひご一読ください。

----
□勿来町赤津家民俗資料等の保全・整理活動

　茨城史料ネットでは2014年6月15日（土）、同年2月にいわき市内の一時保管場所へと移送し仮保管した勿来町赤津家の民俗資料の、整理・保全活動を行いました。今回で3回目の活動となり、前回同様に、当会以外にも、ふくしま史料ネット（福島大学教員・学生、福島県立博物館学芸員等）・いわき歴史文化研究会、そして勿来町窪田地区振興会（地元住民）から参加者が集まり、合計28名での作業となりました。
　当日は効率よく調査・整理を進めるため、作業内容に応じて参加者を3班に分けました。各班の活動の内容と課題は以下の通りです。
　1班は、ふくしま史料ネットが中心となり、福島県立博物館学芸員の指導のもとで、前回の作業時にクリーニングを終えた民具について、調査カードの作成（資料名・法量・年代・作成者などの記録）と写真撮影を行いました。その結果、全90点のうち20点分の作業を終えました。ただし、民具のスケッチにかなりの時間を要したため、次回以降はスケッチの効率化と増員が課題です。
　2班は、地元住民が中心となり、民具のクリーニングを行いました。屋外での作業となったため、熱中症対策としてこまめな休憩と給水を心がけました。作業は、刷毛を使用してドライクリーニングし、汚損部分については除菌成分入りのウェットティッシュで拭きとりました。全90点のうち80点ほどのクリーニングを終え、次回には全点のクリーニングを終える見込みです。なお、民具の包み紙として転用されていた古文書は、適宜取り外して別保管しています。クリーニングを終えた民具は、新たに薄葉紙で包み直しました。
　3班は、茨城史料ネットが中心となり、襖4点を解体して下張りに使用された古文書を取り出しました。4点とも襖の下部に張られた文書にカビの発生が見られたので、エタノール溶液を噴霧し、乾かした後に隔離して保管しました。これから先の季節は湿度が高くなるため、定期的な経過観察を行い、カビの繁殖を防ぐことが課題となっています。
　次回は、引き続き民具のクリーニング・調査カード作成・写真撮影を行う予定です。また、襖の下張り文書の経過観察、民具包み紙転用文書の整理も実施したいと考えています。
　赤津家の民俗資料の整理・保全活動は今回で3回目となり、これまで毎回地元の方々と協力して作業を進めてきました。地域の文化財を自分たち自身の手で守ろうという地元の方たちの姿には、いつも元気づけられます。将来的には、それらの文化財を用いてコミュニティの歴史や文化が語られるようになることを期待しています。私も茨城史料ネットの一員として、引き続き、地域の人々とともに地域の文化財を守り、活かす活動に参加したいと思います。
（文責：市川大暉　茨城大学大学院修士課程・茨城史料ネット事務局幹事）


